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環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
排

出
す
る
ご
み
を
減
ら
し
、
効
率
的
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
北
茨
城
市
の
ご
み
収
集
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
指
定
ご
み
袋
に

よ
る
有
料
化
が
開
始
さ
れ
、
ご
み
の
減
量
化
や
分
別
収
集
に
よ
る

リ
サ
イ
ク
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
私
た
ち
に
で

き
る
取
り
組
み
や
ご
み
処
理
の
今
後
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

市
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
可
燃
ご
み
と
不
燃

ご
み
（
資
源
物
や
埋
め
立
て
ご
み
）
を
分

別
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
収
集
・
処
理
す
る
ご
み
の
量
は
、

消
費
生
活
の
進
展
と
と
も
に
増
え
続
け
る

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
９

年
度
に
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
に
よ
り
、

家
庭
で
の
ご
み
焼
却
が
禁
止
さ
れ
、
可
燃

ご
み
は
さ
ら
に
増
加
傾
向
に
転
じ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
ご
み
減
量
化
に
は
総
量
規

制
が
不
可
欠
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成

15
年
度
か
ら
指
定
ご
み
袋
の
購
入
方
式
に

よ
る
ご
み
処
理
の
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
16
年
度
か
ら
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
の
可
燃
化
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
資

源
物
収
集
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
度
か
ら
の
ご
み
収
集
量
の
推

移
（
表
参
照
）
を
見
る
と
、
平
成
15
年
度

の
有
料
化
実
施
前
に
約
２
万
３
０
０
０
ト

ン
あ
っ
た
ご
み
総
量
は
、
有
料
化
実
施
後

に
は
約
１
万
８
０
０
０
ト
ン
ま
で
減
量
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で

埋
め
立
て
ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
可
燃
処
理
さ
れ
た
こ
と

で
埋
め
立
て
ご
み
が
激
減
し
、
可
燃
ご
み

が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
変
化
と

な
っ
て
い
ま
す
。
資
源
物
を
除
く
ご
み
の

量
は
、
そ
の
後
も
大
き
な
増
加
は
な
く
、

有
料
化
は
、
ご
み
の
減
量
化
に
大
き
な
効

果
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

有
料
化
に
よ
り
、
ご
み
収
集
量
の
増
加

傾
向
は
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
資
源
物
の
有
効
な
リ
サ
イ
ク
ル
も
、

循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

　

県
の
環
境
白
書
に
よ
る
と
平
成
19
年
度

の
県
全
体
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
（
す
べ
て
の

収
集
ご
み
に
対
す
る
資
源
物
の
割
合
）
は
、

18
．
４
㌫
で
し
た
が
、
同
じ
19
年
度
の
市

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
15
㌫
と
県
平
均
に
比

べ
約
３
㌫
ほ
ど
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

分
別
の
徹
底
に
よ
り
、
資
源
ご
み
を
増

や
し
、
そ
の
分
可
燃
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
工
夫
に
よ
り
、
向
上
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

6 月は環境月間です6月は環境月間です

分別分別分別してますか？ごみ

平
成
15
年
度
か
ら

有
料
化
ス
タ
ー
ト

有
料
化
に
よ
る

収
集
量
の
変
化
は

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
率
の

向
上
を

分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
で
ご
み
減
量
化
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ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
を
進
め
る
上

で
正
し
い
分
別
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
分
別

方
法
や
収
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ご
み

収
集
日
程
表
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ご
く
一
部
に
分
別
が
守
ら
れ

て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ご
み
を
出
す
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
特
に
次

の
項
目
を
守
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
ま
で
に
決
め

ら
れ
た
場
所
に
出
す
。

②
収
集
日
以
外
に
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
さ
な
い
。

③
資
源
物
を
出
す
と
き
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ
ベ
ル
を
取
り
除
い
た

り
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
ガ
ス
抜
き
な
ど
適

正
な
処
理
を
行
う
。

　

現
在
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
54
年

に
稼
働
を
開
始
し
て
、
既
に
31
年
が
経
過

し
て
い
ま
す
。

　

設
備
の
修
繕
は
進
め
ら
れ
て
お
り
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
の
負
荷
を
抑
え
る
た
め

時
間
当
た
り
の
焼
却
量
を
調
整
し
た
り
し

て
設
備
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
老
朽
化
に
よ
る
処
理
能
力
の
低
下
は

避
け
ら
れ
ず
、
将
来
的
な
施
設
の
建
て
替

え
が
必
要
な
時
期
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
21
年
度
に
環
境
施
設
等
整

備
検
討
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、
必
要
性
、

規
模
や
付
帯
施
設
の
検
討
、
そ
れ
に
合
わ

せ
た
ご
み
分
別
収
集
の
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
検
討
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
は
不
法
投
棄
に
対
す
る
監
視
体
制

が
強
化
さ
れ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

す
。
し
か
し
、
建
築
廃
材
、
廃
タ
イ
ヤ
な

ど
の
産
業
廃
棄
物
や
一
般
家
庭
か
ら
の
不

法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
手
口
も
巧

妙
化
し
、
絶
対
と
い
う
対
策
が
な
い
状
況

で
す
。
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
不

法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
に
柵
を
設
置
す
る

な
ど
し
て
自
己
防
衛
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

不
法
投
棄
の
解
決
に
は
早
期
発
見
が
重

要
で
す
。
市
民
全
員
が
監
視
の
目
を
光
ら

せ
、
不
法
投
棄
者
が
１
人
で
も
減
る
よ
う

な
意
識
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

・
不
法
投
棄
者
に
対
す
る
罰
則

　

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

　

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

・
空
き
缶
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
に
対
す
る

　

罰
則　
　
　
　

３
万
円
以
下
の
罰
金

　

市
で
は
、
北
茨
城
市
不
法
投
棄
監
視
員

制
度
を
設
け
、
不
法
投
棄
の
監
視
や
実
態

調
査
、
通
報
な
ど
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
、
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
空
き
缶
回
収
等
の
環
境

美
化
活
動
を
行
う
と
き
は
、
事
前
に
生
活

環
境
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
回
収
物
を

市
で
収
集
し
ま
す
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
）
内
３
７
１

県
北
県
民
セ
ン
タ
ー
不
法
投
棄
１
１
０
番

　
　
　

☎
０
１
２
０
ー
53
ー
６
３
８
０

0
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25000
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埋め立てごみ

可燃ごみ

資源ごみ

H20H19H18H17H16H15H14H13H12H11H10H9H8

（表）ごみ収集量の推移

分
別
ル
ー
ル
の

再
チ
ェ
ッ
ク
を

６
月
は
不
法
投
棄
防
止

強
調
月
間
で
す

施
設
の
更
新
に
つ
い
て

検
討
が
始
め
ら
れ
て
い
ま
す

▲小学生の施設見学（中妻小の皆さん）

▲可燃ごみに空き缶はルール違反です

▲山林に不法投棄されたごみ
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市
立
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
立
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
立
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
先
月
に
続
き
、
４
月
１
日
付
け
で
、

市
立
総
合
病
院
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
常

勤
の
医
師
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
内
科
の
永
田
博
之

医
師
と
外
科
の
小
池
敏
壽
医
師
で
す
。

内　科

外　科

炭の取り出し 炭焼き窯を作ったみなさん

永田 博之 医師

小池 敏壽 医師

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
１
日
か
ら
内

科
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
永
田
博
之
で
す
。
私
の
出
身
地
も
海

の
見
え
る
街
で
す
。
波
の
音
、
磯
の
香

り
は
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
と
同
時
に
心

が
癒
さ
れ
ま
す
。

　

新
し
い
土
地
、
職
場
環
境
の
変
化
、

ま
ず
は
慣
れ
る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ
い
で

す
が
、
こ
の
北
茨
城
と
い
う
地
域
の
皆

さ
ま
の
健
康
改
善
の
一
躍
を
担
え
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
外
科
に
赴
任
い
た

し
ま
し
た
小
池
敏
壽
と
申
し
ま
す
。
３

月
ま
で
、
世
界
最
大
の
繁
華
街
と
言
わ

れ
る
新
宿
歌
舞
伎
町
の
病
院
に
勤
務
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
北
茨
城
の

自
然
は
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
る

気
が
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
の
外
科
で
は
、
お
な
か
の
諸
症

状
は
も
と
よ
り
、
け
が
や
や
け
ど
な
ど

の
外
傷
治
療
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の

皆
様
に
も
っ
と
外
科
的
な
病
気
の
こ
と

を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
定

期
的
な
勉
強
会
や
研
究
会
、
市
民
講
座

を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
市
立
総
合
病
院 

病
院
総
務
課

（
狩
野
）
☎
㊻
１
１
２
１

問
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね

☎
㉚
０
６
０
７

　

５
月
19
日
、
マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
近
く
に
炭
焼
き

窯
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
炭
焼
き
窯
は
、
金
澤
弘
さ
ん
、

神
永
寅
雄
さ
ん
ら
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
８
人
が
手
作
り
で
作
製
。
今
後
、

こ
の
窯
を
利
用
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ハ
ウ
ス
で
使
用
す
る
炭
焼
き
や
子
供

た
ち
を
対
象
と
し
た
炭
焼
き
体
験
な

ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
に

炭
焼
き
窯
が
完
成

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
に

炭
焼
き
窯
が
完
成

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
に

炭
焼
き
窯
が
完
成

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
に

炭
焼
き
窯
が
完
成

マ
ル
福
受
給
者
証
の

更
新
を
し
ま
す

福

　

現
在
使
用
し
て
い
る
受
給
者
証
は
、
６

月
30
日
㈬
で
期
限
切
れ
に
な
り
ま
す
。
新

し
い
受
給
者
証
は
、
次
の
方
法
で
更
新
し

ま
す
の
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
更

新
を
し
な
い
と
７
月
１
日
㈭
か
ら
マ
ル
福

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

身
障
者
の
マ
ル
福
受
給
者

　

所
得
の
確
認
が
で
き
た
方
は
、
新
し
い

受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。
住
所
・
加
入

す
る
健
康
保
険
等
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、

保
険
年
金
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
の
マ
ル
福
受
給
者

　

左
記
の
通
り
更
新
し
ま
す
（
該
当
者
へ

別
途
通
知
し
ま
す
）。 

○
と
き　

６
月
28
日
㈪
～
30
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

７
月
３
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午

○
と
こ
ろ　

市
役
所
保
険
年
金
課

※
７
月
５
日
㈪
以
降
は
随
時
更
新
し
ま
す

が
、
７
月
中
に
手
続
き
を
し
な
い
と
７
月

１
日
か
ら
の
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。
申
請

月
の
１
日
か
ら
該
当
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

更
新
に
あ
た
っ
て
は
、
所
得
の
確
認
を

行
い
ま
す
。
未
申
告
の
方
や
平
成
22
年
１

月
２
日
以
降
に
北
茨
城
市
へ
転
入
し
た
方

は
、
更
新
の
お
知
ら
せ
や
新
し
い
受
給
者

証
の
送
付
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係
（
小
豆
畑
）

　

内
１
８
６
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旭
日
小
綬
章

藍
綬
褒
章

瑞
宝
単
光
章

松 川  壽 郎さん

飛 田  和 義さん

冨 岡  至 豊さん

（磯原町・81 歳）

（磯原町・63 歳）

（磯原町・69 歳）

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

松
川
壽
郎
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
か
ら

平
成
21
年
ま
で
９
期
36
年
に
わ
た
り
、

市
議
会
議
員
と
し
て
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
常
任
委
員
会
委
員
長
、
議
長

を
歴
任
す
る
な
ど
本
市
の
産
業
基
盤
の

整
備
を
は
じ
め
、
教
育
、
文
化
、
福
祉

の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

飛
田
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に
消
防
団

に
入
団
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
今
日
に

至
る
ま
で
消
防
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
平

成
12
年
に
は
副
団
長
、
平
成
20
年
か
ら

は
団
長
と
し
て
消
防
団
員
５
１
４
人
を

統
率
し
、
地
域
住
民
の
た
め
に
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
秘
書
課 

秘
書
係
（
石
井
）
内
２
０
２

　

冨
岡
さ
ん
は
、
昭
和
37
年
に
消
防
団

に
入
団
。
以
来
、
45
年
の
永
き
に
わ
た

り
、
火
災
出
場
や
磯
原
地
区
の
河
川
氾

濫
等
の
水
防
警
戒
な
ど
に
力
を
入
れ
、

地
域
住
民
の
安
心
安
全
に
寄
与
さ
れ
ま

平
成
22
年
度

春
の
叙
勲
・
褒
章

し
た
。
ま
た
、
分
団
長
と
し
て
長
年
、

消
防
団
員
の
指
導
育
成
に
あ
た
り
、
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て

　

投
票
日
当
日
に
投
票
所
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
方
が
利
用
で
き
る
投
票
に
は
、

期
日
前
投
票
及
び
不
在
者
投
票
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
事
前
に
手
続
が
必
要
な

「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
」
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、
身
体

に
重
い
障
害
が
あ
っ
て
投
票
に
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
方
が
自
宅
等
か
ら
郵
送
で
投

票
で
き
る
制
度
で
す
。
対
象
者
は
、
次
の

表
に
該
当
す
る
方
で
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
す
。

※
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
肝
臓
の
障
害

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

○
代
理
記
載
制
度

　

郵
便
等
投
票
が
で
き
る
対
象
者
の
う
ち
、

次
に
該
当
す
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
代

理
記
載
人
」（
選
挙
権
を
有
す
る
方
）
を

届
け
出
る
こ
と
で
、
代
理
記
載
人
に
よ
る

投
票
が
で
き
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の

障
害
の
程
度
が
１
級
と
記
載
さ
れ
て
い

る
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
又
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

ま
で
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方

○
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
申
請
手
続

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
」

に
本
人
が
必
要
事
項
を
記
入
し
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
又
は
介
護
保

険
の
被
保
険
者
証
の
い
ず
れ
か
を
添
え
て

選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
有
効

期
限
が
切
れ
た
方
及
び
同
証
明
書
を
紛
失

し
た
方
は
、
再
交
付
を
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
証
明
書
は
、
郵
便
で
自
宅
に
送
付
し

ま
す
。

○
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
有
効
期
間

・「
身
体
障
害
者
手
帳
」
ま
た
は
「
戦
傷

病
者
手
帳
」
を
持
つ
方
…
…
交
付
の
日

か
ら
７
年

・「
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
」
を
持
つ

方
…
…
交
付
の
日
か
ら
要
介
護
認
定
の

有
効
期
間
の
末
日
ま
で

○
投
票
で
き
る
場
所
及
び
期
間

・
投
票
場
所　

自
宅
等
の
現
在
い
る
場
所

・
投
票
期
間　

公
示
又
は
告
示
の
日
の
翌

日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で

○
投
票
用
紙
等
の
請
求

　
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
を
お
持
ち
の

方
に
は
、
選
挙
の
際
、
あ
ら
か
じ
め
郵
便

等
投
票
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、

請
求
期
限
は
選
挙
の
期
日
前
４
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
期
日
の
公
示
ま

た
は
告
示
の
日
以
前
に
お
い
て
も
投
票
用

紙
等
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課
内 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
滝
、
鈴
木
）
内
３
２
１
、３
２
２

身 体 障 害 者 手 帳
を持ち、次に該当
する方

両下肢、体幹、移動機
能の障害 1 級、2 級

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸
の障害

1 級、3 級

免疫、肝臓の障害 1 級〜 3 級

戦 傷 病 者 手 帳 を
持ち、次に該当す
る方

両下肢、体幹、移動機
能の障害

特 別 項 症 〜
第 2 項症

心臓、じん臓、呼吸器、
ぼうこう、直腸、小腸、
肝臓の障害

特 別 項 症 〜
第 3 項症

介 護 保 険 法 上 の
要介護者で、次に
該当する方

被保険者証の要介護状
態区分 要介護 5
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児
童
手
当
・
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　

６
月
は
、
児
童
手
当
と
子
ど
も
手
当
の

支
給
月
で
す
。
児
童
手
当
の
２
、３
月
分

と
子
ど
も
手
当
の
４
、５
月
分
の
支
払
い

は
、
指
定
口
座
へ
入
金
し
ま
す
。

○
支
給
日　

６
月
10
日
㈭

※
子
ど
も
手
当
が
認
定
さ
れ
６
月
に
支
給

さ
れ
る
方
に
は
、
子
ど
も
手
当
認
定
通
知

書
兼
支
払
予
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
21
日
以
降
に
子
ど
も
手
当

の
申
請
書
を
提
出
し
た
方
は
、
翌
月
以
降

の
支
給
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

「
子
ど
も
手
当
現
況
届
」
の
提
出
を

　

４
月
１
日
に
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件

に
該
当
し
、
申
請
手
続
き
が
必
要
と
思
わ

れ
る
方
に
は
、
４
月
下
旬
に
申
請
書
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
申
請
手
続
き
を
し
な
い

と
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
確
認
の
上
、
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
通
知
が
届

か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

○
手
続
き
が
必
要
な
方

・
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た

方
で
、
中
学
校
２
・
３
年
生
の
お
子
さ

ん
を
養
育
し
て
い
る
方
（
中
学
校
１
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
み
の
場
合
は
手

続
き
不
要
）

・
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
で
、

中
学
校
３
年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養

育
し
て
い
る
方

　

こ
の
ほ
か
、
４
月
１
日
以
降
に
お
子
さ

ん
が
生
ま
れ
た
場
合
や
転
入
し
た
場
合
な

ど
も
届
出
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
手
当
の
受
給
者
は
６
月
中
に

「
現
況
届｣

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
届
は
６
月
１
日
の
世
帯
状
況
を

記
載
し
て
頂
き
、
引
き
続
き
受
給
で
き
る

か
確
認
す
る
も
の
で
す
。
現
況
届
の
提
出

が
な
い
と
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受
給
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
に
子
ど
も
手
当
の
支
給
要
件

に
該
当
し
、
５
月
ま
で
に
認
定
請
求
書
を

提
出
し
た
方
（
お
子
さ
ん
と
別
居
し
て
い

る
方
を
除
く
）
は
、
現
況
届
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
が
、
世
帯
の
状
況
や
加
入
年
金
な

ど
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

届
出
が
必
要
な
方
に
は
６
月
上
旬
に
書

類
を
郵
送
し
ま
す
。

○
現
況
届
提
出
に
必
要
な
添
付
書
類
等

・
受
給
者
（
養
育
者
）
の
健
康
保
険
被
保

険
者
証
の
写
し

・
別
居
監
護
申
立
書
（
平
成
22
年
６
月
１

日
現
在
、
お
子
さ
ん
と
別
居
し
て
い
る

場
合
の
み
）

・
児
童
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
（
児
童
が

市
外
に
住
ん
で
い
る
場
合
の
み
）

申
問
社
会
福
祉
課 

児
童
福
祉
係

（
鈴
木
）
内
１
３
３

北茨城市・高萩市合同中学校陸上競技大会の結果北茨城市・高萩市合同中学校陸上競技大会の結果北茨城市・高萩市合同中学校陸上競技大会の結果

5月21日　日立市民運動公園陸上競技場

男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子

種　　目 氏　　名 順位 学校 記　　録

女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子

種　　目 氏　　名 順位 学校 記　　録

100m

1年 徳　永　将　稀 2 中郷 13秒 19

100m

1 年 滑　川　菜　奈 4 華川 14秒 85

2 年 小　林　一　輝 1 華川 12秒 35 2 年 千　田　聖　奈 1 常北 14秒 05

3 年 大　塚　真　冴 2 華川 12秒 12 3 年 井　坂　ありす 4 磯原 14秒 56

200m 下　峠　優　太 2 中郷 25秒 00 200m 上　圷　結　子 2 磯原 29秒 45

400m 大　塚　真　冴 4 華川 57秒 58 800m 畠　山　美　紅 4 中郷 2分 32 秒 48

800m 高　橋　玄　篤 4 中郷 2分 17 秒 07 1500m 畠　山　美　紅 6 中郷 5分 20 秒 5

1500m

1 年 鈴　木　幸　介 1 常北 4分 55 秒 5 100mハードル 多　田　智　咲 1 華川 17秒 59

2 年 石　塚　光　輝 4 磯原 4分 46 秒 9 走り
幅跳び

1年 江　幡　優　花 1 中郷 4m08

3 年 大　森　辰　巳 1 中郷 4分 31 秒 9 共通 上　圷　結　子 1 磯原 4m52
3000m 大　森　辰　巳 4 中郷 9分 50 秒 4 走り高跳び 池　田　絵　夢 2 中郷 1m36

110mハードル 木　島　弘　貴 4 華川 19秒 60 砲丸投げ 滝　　　美加子 1 中郷 9m56

走り幅跳び 鶴　岡　貴　志 1 常北 5m65 四種競技 大　浦　　　悠 1 磯原 1686 点

走り高跳び 山野辺　洸　太 2 華川 1m50 4 × 100mリレー 2 華川 56秒 42

砲丸投げ 下　川　健　介 4 磯原 8m23 学
校
対
抗

男子の部 3 中郷中学校

四種競技 篠　原　　　匠 3 中郷 1387 点 女子の部 2 中郷中学校

4× 100mリレー 2 常北 48秒 37 総合の部 3 中郷中学校

問 学校教育課（小髙）　　　 　内４４０※市内の記録最高位者のみ掲載しています。
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■
減
免
制
度
の
種
類

■
申
請
に
つ
い
て

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
収
入
が
少
な
い

た
め
に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る
と
保

険
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
未
納
の
状
態
が
続
い
た
場
合
、

老
齢
基
礎
年
金
（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金

を
含
む
）、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
し
た
時
、
支
給
さ
れ
る
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
納
付
が
困
難
な
時
は
、
窓
口
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
申
請
免
除
制
度

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
中
の

所
得
が
基
準
額
以
下
の
場
合
、
受
け
ら
れ

ま
す
。
所
得
に
よ
っ
て
「
全
額
免
除
」「
一

部
納
付
（
４
分
の
１
、半
額
、４
分
の
３
）」

に
分
か
れ
ま
す
。

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

本
人
の
年
齢
が
30
歳
未
満
で
、
本
人
と

配
偶
者
の
前
年
（
平
成
21
年
）
中
の
所
得

が
、
基
準
額
以
下
の
場
合
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
学
生
納
付
特
例
制
度

　

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
下
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
広
報
き

た
い
ば
ら
き
４
月
号
の
９
頁
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

へ
の
受
給
額
反
映
は
、
免
除
・
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
一
部
納
付
の
方
は
保
険
料

を
納
付
し
な
い
と｢

未
納｣

扱
い
と
な

り
、
年
金
受
給
に
必
要
な
期
間
と
し
て

計
算
さ
れ
ず
、
受
給
額
に
も
反
映
し
ま

せ
ん
。
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３

年
目
以
降
に
追
納
す
る
と
き
は
、
経
過

期
間
に
応
じ
て
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

納
付
の
際
は
、
専
用
の
納
付
書
が
必
要

で
す
。

　

平
成
21
年
７
月
か
ら
本
年
６
月
分
ま
で

の
免
除
の
申
請
期
限
は
７
月
30
日
㈮
で
す
。

申
請
を
忘
れ
た
方
や
新
た
に
申
請
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
平
成
20
年
中
の
所

得
で
審
査
し
ま
す
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
鈴
木
、
大
川
）
内
１
８
７
、１
８
８

　

日
立
社
会
保
険
事
務
所

０
２
９
４
‐
24
‐
２
１
２
５

　

申
請
は
、
毎
年
必
要
で
す
。
平
成
22
年

度
分
免
除
（
平
成
22
年
７
月
か
ら
平
成
23

年
６
月
ま
で
）
の
申
請
は
７
月
１
日
㈭
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

○
申
請
場
所　

市
役
所
（
郵
送
可
）、
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
年
金
事
務
所

○
手
続
に
必
要
な
も
の　

年
金
手
帳
ま
た

は
納
付
書
、
印
か
ん

○
失
業
し
た
方
は
特
例
の
審
査　

本
人
、

配
偶
者
、
世
帯
主
が
平
成
21
年
３
月

31
日
以
降
に
失
業
（
退
職
）
し
た
場
合
、

失
業
者
本
人
の
所
得
を
外
し
、
そ
れ
以

外
の
方
の
前
年
所
得
で
審
査
し
ま
す
。

審
査
に
は
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
が
必
要
で
す
。

○
所
得
申
告
に
つ
い
て　

本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
い
ず
れ
か
１
人
で
も
未
申
告

の
方
が
い
る
と
、
審
査
が
で
き
ま
せ

ん
。
申
請
前
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

平
成
22
年
１
月
２
日
以
降
に
北
茨
城

市
へ
転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地
発
行

の
課
税
証
明
書
ま
た
は
住
民
税
の
納
付

書
（
と
も
に
平
成
22
年
度
分
）
が
必
要

で
す
。

○
承
認
期
間　

承
認
期
間
は
、
老
齢
基
礎

年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金

みんなで防ごう土砂災害みんなで防ごう土砂災害みんなで防ごう土砂災害
６月は土砂災害防止月間

こんな時は要注意！

　土砂災害を防ぎ、安心して住むためには、対策工事だけ
ではなく「自分の身は自分で守る」という意識をしっかり
と持ち、大雨の時の注意、早めの避難をすることが大切です。

●「山鳴り」といって、山全体がうなっているような音が
する時
●川の流れが急に濁ったり、木が流れてきた時
●雨が降り続いているのに川の水が減っている時

土
石
流

●地面にひび割れができた時
●地面の一部分がへこんだり、盛り上がった時
●池や沼の水の量が急に変わった時
●井戸の水が濁った時

地
す
べ
り

●がけから小石がパラパラと落ちてきた時
●がけに割れ目ができた時
●がけから水がわき出てきた時

が
け
崩
れ

■
平
成
21
年
度
分
申
請
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

総務課 防災安全室（赤津、金澤）　　　　　　　　内３３８
県河川課 ダム砂防室　　　　 　☎０２９‐３０１‐４４９５
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後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率
は
、
医

療
等
の
動
向
を
踏
ま
え
て
２
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
見
直
し
の
年
で

す
が
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
定
例
会
の
結
果
、
平
成
22
・
23
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
率
は
据

え
置
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
の
保
険
料
額
は
７

月
に
本
算
定
を
行
い
「
平
成
22
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を

郵
送
し
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

平
成
22
・
23
年
度
保
険
料
率

・
均
等
割
額　

３
万
７
４
６
２
円

　

 （
据
え
置
き
）

・
所
得
割
率　

７
．
60
％
（
据
え
置
き
）

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
平
成
22
年
度
も

保
険
料
の
軽
減
措
置
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直

前
ま
で
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ

っ
た
方

②
所
得
の
少
な
い
方

※
世
帯
構
成
や
所
得
の
変
更
が
あ
っ
た

方
、
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、

軽
減
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課 

医
療
年
金
係

（
花
園
、
一
瀬
）
内
１
８
７
、１
８
８

保険料の計算方法
1 年間の保険料

均等割額

=

＋

×

※100円未満切り捨て、限度額50万円。
年の途中で資格の取得があった場合は、
月割計算となります。

（前年中の総所得金額－33万円）所得割額

7.6％

食中毒予防の

３原則
菌を付けない、増やさない、やっつける菌を付けない、増やさない、やっつける菌を付けない、増やさない、やっつける菌を付けない、増やさない、やっつける

1 つけない
手洗いのポイント
■指輪や腕時計を外し、せっけんを十分泡立て、爪や指の間を 20 秒以上もみ洗いする。
■流水でよく洗い流し、乾いた清潔なタオルでよく拭く。

2 増やさない
冷蔵庫に保存する時のポイント
■冷蔵庫や冷凍庫に保存する時は詰めすぎない（７割程度）。
■冷蔵庫は 10℃以下、冷凍庫は－15℃以下を維持する。
■温かい食品は冷ましてから入れる。
■肉や魚は、ビニール袋などに入れ、他の食品に触れないようにする。
■ドアの開閉は早く、回数は少なくする。

3 やっつける
調理の時のポイント
■加熱調理の際は、食品の中心部が温度 85 度以上、１分以上の加熱が必要。
■厚い肉や魚などは、火が通りやすいように切り込みを入れるなどして、中まで十分に加熱する。
■調理を中断する時は、室温に放置せず冷蔵庫に保存する。
■熱の伝わりにくいものは、時々かき混ぜるなどして調理する。

平
成
22
・
23
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
に
つ
い
て

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
に
つ
い
て

　

市
で
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除

を
行
っ
て
い
ま
す
。
見
か
け
ま
し
た

ら
早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
放
っ

て
お
く
と
い
ず
れ
巣
が
大
き
く
な
り

危
険
で
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
匂
い

や
音
に
刺
激
さ
れ
、
黒
色
、
動
く
も

の
に
反
応
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で

す
。
巣
を
つ
つ
い
た
り
、
追
い
払
っ

た
り
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
そ
の
場
を
離

れ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
ス
ズ
メ
バ
チ
と
よ
く
似
た

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
な
ど
他
種
の
ハ
チ
は

自
主
防
除
に
な
り
ま
す
。

問
生
活
環
境
課 

環
境
保
全
係

（
佐
藤
）
内
３
７
１

　　　　　 保健センター（阿部）　　　　　 ☎４３‐１３１０
　　　　　　日立保健所　　　　　☎０２９４‐２２‐４１８８
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皆
さ
ん
が
積
極
的
に
健
診
や
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
改
善
が
図
ら
れ
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
健
康
生
活
を
送

る
た
め
に
、
年
１
回
の
健
診
を
必
ず
受
け
、
特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
保
険
年
金
課 

保
険
係
（
榎
本
、
太
田
）
内
１
８
４

　

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
㊸
１
３
１
０

特
定
保
健
指
導
を
活
用
し
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

特
定
健
診
を
受
診
し
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
以
下
「
メ
タ
ボ
」）
な
ど
生
活
習
慣
病
の
危
険
度
が

高
い
と
判
断
さ
れ
た
方
は
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

結果通知・情報提供
（全ての受診者）

　全ての受診者に、健診結果
の見方、具体的な健康づくり
のアドバイスなど、生活習慣
改善や見直しに必要な情報が
提供されます。結果は３段階
に階層化され、その結果、生
活習慣改善が必要な方には特
定保健指導の通知が届きます。

特定健診の受診

動機付け支援
（メタボの危険度が

出てきた方）

　個別またはグループでの
原則１回の面接で実行しや
すい生活習慣改善のための
計画を立て、６カ月後に健
康状態や生活習慣の確認が
行われます。

特定保健指導
（メタボの危険度がある方）
　保健師、管理栄養士などの
サポートを受けながら行う生
活習慣改善のプログラムです。
メタボの危険度に応じて、動
機付け支援と積極的支援があ
ります。

積極的支援
（メタボの危険度が高い方）

　個別またはグループでの
初回面接でメタボ改善のた
めの計画を立て、面接や電
話による３カ月以上継続し
たサポートを受けながら健
康づくりをします。６カ月
後に健康状態や生活習慣の
確認が行われます。

◆
国
保
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）
は
、

加
入
者
が
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
に
か
か

る
時
、
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
れ
ば
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
残
り
の

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
国
保
が
支
払
い
を

し
ま
す
。
医
療
費
の
財
源
は
、
国
や
県
、

市
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を
は
じ
め
、
病
院

な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金
、
そ
し
て
皆

さ
ん
か
ら
の
国
保
税
に
よ
り
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
国
保
税
が

国
保
を
支
え
て
い
ま
す
。

納
入
通
知
書
は

世
帯
主
に
届
け
ら
れ
ま
す

国
保
へ
の
加
入
・
脱
退
の

届
出
は
お
忘
れ
な
く

国
保
税
は
世
帯
ご
と
に

算
出
さ
れ
ま
す

　

平
成
22
年
度
の
納
入
通
知
書
は
、
６
月

中
旬
に
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。
期

別
ご
と
の
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

国
保
税
は
、
世
帯
主
が
国
保
以
外
の
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
そ

の
世
帯
に
国
保
の
被
保
険
者
が
い
れ
ば
、

世
帯
の
生
計
維
持
者
で
あ
る
世
帯
主
が
納

税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
国
保

税
の
算
定
対
象
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

国
保
税
に
は
、
医
療
保
険
分
と
後
期
高

齢
者
支
援
分
、
介
護
保
険
分
（
40
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人
が
該
当
）
が
あ
り
、
被
保

険
者
数
や
被
保
険
者
の
所
得
状
況
な
ど
を

も
と
に
、
平
等
割
、
均
等
割
、
所
得
割
、

資
産
割
の
４
つ
の
項
目
で
計
算
し
、
世
帯

の
国
保
税
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

納
付
書
に
同
封
し
た
「
北
茨
城
市
国
保
か

ら
の
お
知
ら
せ
で
す
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

所
得
割
額
は
、
申
告
な
ど
に
よ
る
所
得

金
額
に
よ
り
算
出
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
申

告
を
し
て
い
な
い
方
は
早
め
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
（
所
得
は
低
く
て
も
、
申
告
を

し
て
い
な
い
と
、
国
保
税
の
軽
減
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
）。

　

国
保
に
加
入
す
る
時
、
脱
退
す
る
時
、

家
族
に
異
動
が
あ
っ
た
時
な
ど
に
は
必
ず

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
保
険
係

（
太
田
、
榎
本
）
内
１
８
１
～
１
８
４

　

中
郷
町
在
住
の
山
口
弘
香
さ
ん

（
翔
洋
学
園
高
校
卒
）
が
「
日
本
私

立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
長
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
は
、
優

秀
な
学
業
成
績
を
収
め
て
卒
業
を
迎

え
、
ま
た
、
在
学
中
に
定
時
制
・
通

信
制
高
校
に
通
う
生
徒
に
よ
る
「
生

活
体
験
発
表
大
会
」
で
県
知
事
賞
を

受
賞
し
、
全
国
大
会
で
６
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

問
学
校
教
育
課
（
小
髙
）
内
４
４
０



フォトニュースフォトニュース
Kitaibaraki Photo News 2010

June
2010
June

66
北茨城市役所　☎43-1111

フォトニュースフォトニュース
Kitaibaraki Photo News 2010

June
2010
June

66
北茨城市役所　☎43-1111

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
の
５
月
１

日
か
ら
５
日
ま
で
、
市
漁
業
歴
史
資
料
館

よ
う
・
そ
ろ
ー
で
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た

「
よ
う
・
そ
ろ
ー
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
御
船
祭
り
の
お
囃
子
や
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
な
ど
熱
気
あ
ふ
れ
る

ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
お
祭
り
気
分
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
、
広
場
や
物
産
館
で
は

新
鮮
な
海
産
物
や
農
産
物
の
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
、
連
休
中
に
訪
れ
た
多
く
の
人
出

で
賑
わ
い
ま
し
た

　

５
月
５
日
、
花
園
神
社
で
、
市
指
定
文

化
財
の
「
さ
さ
ら
舞
い
」
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
境
内
や
参
道

は
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
さ
ら
舞
い
を
舞
っ
た
の
は
、
松
川
一

紀
君
（
13
歳
）、
松
川
巧
弥
君
（
12
歳
）、

山
形
昌
弘
君
（
10
歳
）
の
３
人
。
そ
れ
ぞ

れ
角
２
本
の
親
獅
子
、
寄
獅
子
、
角
１
本

の
牝
獅
子
の
獅
子
頭
を
被
り
、
お
囃
子
の

音
色
に
合
わ
せ
て
優
雅
に
舞
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
緑
の
季
節
と
あ
っ
て
訪
れ
た

皆
さ
ん
は
、
花
園
の
豊
か
な
自
然
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
23
日
、
磯
原
駅
西
地
区
で
、
市
消

防
署
に
よ
る
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
緊
急
搬
送

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
県
が
７
月
か

ら
運
航
を
開
始
す
る
も
の
で
、
緊
急
搬
送

な
ど
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
出
動
を
要
請
す

る
手
順
に
つ
い
て
、
基
地
病
院
と
消
防
署

の
連
携
を
高
め
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

訓
練
は
、
国
道
６
号
線
の
交
通
事
故
で

緊
急
搬
送
が
必
要
な
負
傷
者
が
発
生
し
た

と
の
想
定
で
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基
地
と
の

連
絡
や
発
着
の
手
順
確
認
、
救
急
車
か
ら

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
へ
の
負
傷
者
の
移
送
な
ど

本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
、
も
し
も
に
備
え
、
気
を
引
き
締
め

て
い
ま
し
た
。

救急に備える ドクターヘリ搬送訓練

連休の人出で賑わう「よう・そろーまつり」開催

優雅に奉納 伝統のささら舞い
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４
月
25
日
、
桜
が
舞
い
散
る
マ
ウ
ン
ト

あ
か
ね
で
「
ふ
る
さ
と
市
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
晴
天
の
下
、
太
極
拳
の
演
舞
や

森
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
題
し
、
市
内
外
の
バ

ン
ド
演
奏
や
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
等
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
ウ
サ
ギ
や
ヤ
ギ
な
ど
に
触

れ
ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
子
供
た
ち

は
、
動
物
と
の
触
れ
合
い
に
顔
を
ほ
こ
ろ

ば
せ
て
い
ま
し
た
。

　

室
内
で
は
、
北
茨
城
山
野
草
協
会
の
山

野
草
の
展
示
、
市
内
陶
芸
作
家
の
陶
芸
展

が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雨
情
の
里
牛
や
海
産
物
な
ど
市

内
特
産
品
や
姉
妹
都
市
中
野
市
の
特
産
品

の
き
の
こ
販
売
等
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
皆

さ
ん
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
天
下
橋
上
流
の
大
北
川
両

岸
区
域
の
「
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
」
で
、
草

刈
り
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
花
は
、
平
成
14
年
か
ら
16
年
に
か

け
て
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
、
花
の
季
節
に

は
天
下
橋
の
上
流
約
1.3
㌔
メ
ー
ト
ル
の
区

間
に
６
０
０
株
の
ア
ジ
サ
イ
が
花
を
咲
か

せ
、
付
近
の
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
11
団
体
や
個
人
参
加
の
市

民
約
２
０
０
人
の
皆
さ
ん
が
参
加
。
２
時

間
ほ
ど
の
作
業
で
雑
草
が
す
っ
き
り
と
刈

り
払
わ
れ
、
堤
防
沿
い
の
道
は
花
が
咲
き

揃
う
の
を
待
つ
ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
、
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
沖
縄
エ
イ
サ
ー
太
鼓
を
使
っ
た
健
康
講

座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
涯
学
習

課
が
平
成
20
年
度
か
ら
開
講
し
て
い
る

「
健
康
い
き
い
き
体
操
」
の
一
つ
で
、
足

腰
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
高
齢
者
の
健

康
維
持
を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
の
第
１
回
目
と
な
る
こ
の
日
の

講
座
に
は
34
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
手
や

足
を
大
き
く
動
か
し
て
、
太
鼓
を
叩
き
な

が
ら
踊
る
沖
縄
の
伝
統
芸
能
エ
イ
サ
ー
。

皆
さ
ん
は
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て

楽
し
く
汗
を
流
し
ま
し
た
。

マウントあかね ふるさと市開催

花の見ごろを前に「あじさいロード」整備

エイサー太鼓で健康を
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―
北
茨
城
で
操
業
開
始
し
た
き
っ
か
け
は

　

本
社
は
東
京
都
の
板
橋
区
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
46
年
に
宇
都
宮
工
場
を
稼
働
さ
せ
そ

ち
ら
で
製
品
を
一
貫
し
て
製
造
し
て
い
た

の
で
す
が
、
大
型
製
品
と
小
型
製
品
の
製

造
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
工
場
の
候

補
地
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
常
磐
道
高

萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の

良
さ
、
海
の
近
い
環
境
な
ど
が
決
め
手
と

な
り
、
平
成
３
年
か
ら
北
茨
城
工
場
の
操

業
を
開
始
し
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
製
品
を
作
っ
て
い
ま
す
か

　

オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
ー
や
熱
交
換
器
（
オ

イ
ル
ク
ー
ラ
ー
）
の
設
計
・
製
造
を
し
て

い
ま
す
。
北
茨
城
工
場
は
建
設
機
械
用
な

ど
の
小
型
の

製
品
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー

は
一
般
的
に

規
格
製
品
が

多
い
の
で
す

が
、
当
社
は

オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
特
殊

サ
イ
ズ
の
製

造
に
特
化
し

て
い
ま
す
。

中
郷
第
二
小
学
校
６
年

　

鈴
木 

楓
さ
ん

画
家
に
な
り
た
い

大
生
工
業
株
式
会
社 

北
茨
城
工
場

　

ま
た
、
通

常
製
品
の
製

造
に
併
せ
て
、

環
境
に
優

し
い
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な

製
品
開
発
を

進
め
る
た
め
、

製
造
ラ
イ
ン

の
整
備
も
し

て
い
ま
す
。

―
北
茨
城
工
場
の
特
色
は
な
ん
で
す
か

　

北
茨
城
工
場
は
、
50
人
の
社
員
が
働
い

て
い
ま
す
が
、
私
（
工
場
長
）
以
外
は
す

べ
て
地
元
の
方
で
す
。
女
性
が
７
割
と
多

め
で
す
ね
。
フ
ィ
ル
タ
ー
の
製
造
工
程
で

は
手
作
業
が
多
い
の
で
す
が
、
手
先
の
器

用
な
方
が
多
く
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
工
場
と
し
て
地
域
の
清
掃
活
動

や
ご
み
ゼ
ロ
運
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

工
場
敷
地
に
は
花
壇
を
作
っ
て
憩
い
の

場
に
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
工
場
の
操
業

開
始
時
に
植
え
た
桜
が
あ
り
ま
す
が
、
な

か
な
か
育
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
早
く
み
ん

な
で
お
花
見
を
し
た
い
で
す
。

　
所
在
地　

中
郷
町
日
棚

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

　

私
の
し
ょ
う
ら
い
の
夢
は
、
画
家
に
な

る
事
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
人
や
動
物
や

植
物
や
風
景
な
ど
を
絵
に
残
し
た
い
し
、

い
ろ
い
ろ
な
物
を
絵
に
す
る
の
が
好
き
だ

か
ら
で
す
。

　

私
は
、
留
守
番
を
し
て
い
る
と
き
に
た

ま
に
動
物
の
図
鑑
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
動

物
を
か
い
た
り
し
て
い
ま
す
が
、
画
家
に

な
る
に
は
、
自
然
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
、
た

く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
を
も
っ
た
り
、
多

く
の
経
験
を
つ
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
感
じ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
家
の
人
に
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
が
ん
ば
っ
て
い
る
事

が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
に
花
な
ど
の
絵
を
か
く

こ
と
で
す
。
私
は
自
分
用
の

ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
祖
父
が

く
れ
た
物
で
す
。
祖
父
は
絵

が
う
ま
く
よ
く
絵
を
か
い
て

く
れ
ま
す
。
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
に
は
祖
父
の
か
い
て
く
れ

た
ゆ
り
と
あ
さ
が
お
が
か
い
て
あ
り
ま
す
。

私
も
、
祖
父
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
花
や

い
ろ
い
ろ
な
物
を
い
っ
ぱ
い
か
き
た
い
で

す
。

　

二
つ
目
は
、
人
の
横
顔
を
か
く
こ
と
で

す
。
私
は
、
人
の
横
顔
を
か
く
の
が
得
意

で
す
。
一
人
一
人
の
特
ち
ょ
う
を
う
ま
く

つ
か
ん
で
そ
れ
を
絵
に
す
る
と
本
人
に
に

て
き
ま
す
。
か
げ
な
ど
を
つ
け
る
と
よ
り

立
体
的
に
見
え
ま
す
。
そ
れ
ら
を
う
ま
く

利
用
す
る
と
き
れ
い
に
絵
が
か
け
ま
す
。

　

私
は
、
画
家
に
な
る
た
め
に
こ
れ
か
ら

も
努
力
し
た
い
で
す
。
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趣

悠
味

々

身
近
な
モ
デ
ル
を
気
ま
ま
に
彫
る

中
郷
町
　
臼
井 

幹
夫
さ
ん

―
始
め
た
き
っ
か
け
は

　

近
所
の
方
が
ケ
ヤ
キ
を
切
っ
た
時
に

出
た
木
材
を
も
ら
っ
て
彫
っ
て
み
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
か
れ
こ
れ
６
年
間
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
彫
っ
て
い
ま
す
。

　

作
品
は
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
い
る
の

で
す
が
、
今
彫
っ
て
い
る
の
が
５
１
４

作
目
に
な
り
ま
す
。

―
ど
の
よ
う
な
作
品
を
彫
っ
て
い
ま
す
か

　

七
福
神
や
十
二
支
な
ど
縁
起
物
か
ら

動
物
、
人
物
な
ど
様
々
で
す
。
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
エ

イ
サ
ー
を
踊
る
人
な
ど
身
近
な
も
の
や

有
名
人
な
ど
新
聞
や
雑
誌
の
写
真
を
モ

デ
ル
に
し
た
時
事
の
も
の
も
彫
り
ま
す
。

―
お
気
に
入
り
の
作
品
は

　
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
な
ん
か
は
60
体
く

ら
い
彫
り
ま
し
た
。
孫
に
頼
ま
れ
て
ア

ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
彫
っ
た
り
、

一
番
最
近
で
は
、
知
人
の
胸
像
を
彫
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
れ
も
一
生
懸
命

彫
っ
た
の
で
、
ど
れ
が
一
番
と
い
う
こ

と
は
な
い
で
す
。

―
面
白
い
と
こ
ろ
は

　

同
じ
も
の
を
題
材
に
、
い
く
つ
も
彫

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
一
つ
ひ
と

つ
に
違
っ
た
味
わ
い
が
あ
っ
て
、
同
じ

も
の
は 

二
つ
な
い
こ
と
が
面
白
さ
の

一
つ
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、で
き
上
が
り
を
見
て「
良

い
ね
」「
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
喜
ば
れ
る
と
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。

―
今
後
は

　

こ
れ
か
ら
も
気
ま
ま
に
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

華川中学校　バスケットボール部

男女一緒に県大会を目指して

　華川中学校バスケットボール部は、女子が３
年生４人、２年生３人、１年生３人の 10 人と
男子が２年生６人、１年生１人の７人、計 17
人と顧問の川尻先生で活動しています。男子は
昨年創部し、３年生が不在です。そのため、男
女一緒に活動。男女混合の多人数チームなので、
時にはまとまりがつかなくこともあるそうです
が、楽しく活気のある部活でもあります。
　そんなメンバーたちをまとめるキャプテン
の小野さんは「練習がきつくてもみんなでが
んばっていき
たい」と語っ
てくれました。
川 尻 先 生 も

「 小 さ い 学 校
なので競争が
少ない分、目
的意識をしっ
かり持って、厳しく練習に臨んで欲しい」と話
してくれました。
　間もなく総体予選が行われます。華中バスケ
部の目標は、男女そろっての県大会出場。女子
は昨年２市合同大会で優勝したプレッシャーに
負けず、のびのびしたプレーを、男子は２年生
チームでも、臆せず思い切ったプレーを心がけ
て挑みます。
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弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
土
地
問
題
や

金
銭
貸
借
、
離
婚
、
相
続
な
ど
日

常
生
活
上
の
法
律
問
題
で
お
困
り

の
方
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と
き　
７
月
９
日
㈮

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
役
所
３
階
会
議
室

○
申
込
方
法　

電
話
予
約
の
み
受

け
付
け
ま
す
（
先
着
12
人
）。
７

月
２
日
㈮
午
前
８
時
30
分
か
ら
９

時
10
分
ま
で
は
専
用
受
付
電
話
㊸

２
３
２
４
へ
。
以
降
は
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

が
多
い
た
め
、
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
村
田
）
内
１
７
８

　

特
定
検
診
会
場
で
、
大
腸
が
ん

検
診
の
受
付
（
検
査
容
器
配
布
）

を
行
い
ま
す
。

○
配
布
期
間　
６
月
16
日
㈬
～
７

月
１
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

○
と
こ
ろ　

各
特
定
健
診
会
場

　
  （

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）

○
対
象
者　

平
成
23
年
４
月
１
日

ま
で
に
満
40
歳
以
上
に
な
る
方

○
料
金　
５
０
０
円

○
回
収　

検
査
容
器
配
布
時
に
指

定
す
る
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
２
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
特
定
健
診
会
場
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
９
月
16
日

㈭
ま
で
検
査
容
器
を
配
布
し
ま
す
。

※
関
南
、
大
津
、
平
潟
、
関
本
地

区
は
９
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
岩
渕
）

☎
㊸
１
３
１
０

　

夏
の
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

て
市
と
観
光
協
会
で
は
磯
原
海
岸

の
清
掃
を
行
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と
き　
７
月
10
日
㈯

　

午
前
７
～
９
時

○
集
合
場
所　

二
ツ
島
海
岸
仮
設

テ
ン
ト
前

　

こ
の
資
金
は
、
障
害
者
の
部
屋

を
増
改
築
す
る
た
め
の
資
金
で
す
。

○
対
象　

障
害
者
（
児
）
１
～
４

級
、
重
度
知
的
障
害
者
（
児
）

と
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
世
帯

　

こ
の
資
金
は
、
高
齢
者
の
部
屋

を
増
改
築
す
る
た
め
の
資
金
で
す
。

○
対
象　

高
齢
者
（
60
歳
以
上
）

と
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

し
て
い
る
世
帯

　

今
年
も
磯
原
二
ツ
島
海
水
浴
場

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
初
日
に
は

安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
す
。

○
期
間　
７
月
18
日
㈰
～
８
月
16

日
㈪

問
商
工
観
光
課 

観
光
係

（
松
川
、
鈴
木
靖
）
内
３
６
３

無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す

障
害
者
住
宅
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す

高
齢
者
住
宅
資
金
を

貸
し
付
け
ま
す

磯
原
二
ツ
島
海
水
浴
場

オ
ー
プ
ン

○とき　８月29日㈰
○ところ　茨城大学(水戸市)
○受付期間
　書面申請　６月28日㈪～７月15日㈭
　電子申請　６月25日㈮～７月12日㈪
※書面申請の受付願書は市消防本部にあ
ります。詳細は下記へお問い合わせくだ
さい。
※後期は平成23年3月19日㈯になります。

〒３１０‐０８５２
水戸市笠原町９７８‐２５
㈶消防試験研究センター茨城県支部

☎０２９‐３０１‐１１５０
http://www.shoubo-shiken.or.jp

市消防本部 予防課（嶋岡）
☎４２‐７１４２

案  

内

大
腸
が
ん
検
診
を
行
い
ま
す

海
岸
清
掃
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

○
清
掃
範
囲　

二
ツ
島
海
岸
か
ら

天
妃
山

問
商
工
観
光
課 

観
光
係

（
松
川
、
鈴
木
靖
）
内
３
６
３

前期消防設備士試験

○
限
度
額

　

２
２
６
万
４
０
０
０
円

○
利
率　

年
利
2.5
％
以
内

○
償
還　

10
年
（
２
年
据
置
）

○
募
集
戸
数　
１
戸
（
先
着
）

○
申
込
期
間　
７
月
１
日
㈭
～

　

８
月
27
日
㈮

※
一
定
の
職
業
と
収
入
の
あ
る
連

帯
保
証
人
２
人
が
必
要
で
す
。
連

帯
保
証
人
は
借
り
受
け
人
と
同
様

の
返
済
義
務
を
負
い
ま
す
。

申
問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
泉
）
内
１
２
２
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【
市
民
卓
球
大
会
】

○
と
き　
７
月
25
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
種
目　

中
学
、
高
校
、
一
般
男

女
シ
ン
グ
ル
ス
、
１
２
０
ダ

ブ
ル
ス
（
55
歳
以
上
で
合
計

１
２
０
歳
以
上
の
ペ
ア
）

○
申
込
締
切　
７
月
８
日
㈭

○
申
込
方
法　

郵
便
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
磯
原
町
磯
原
３
‐
52

（
大
森
）

㊷
１
３
８
３

【
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

○
と
き　
７
月
25
日
㈰
、
８
月
８

日
㈰

○
と
こ
ろ　

石
岡
ス
ポ
ー
ツ
広
場

○
申
込
締
切　
７
月
２
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
中
根
）	

内
４
２
０

【
市
民
弓
道
大
会
】

○
と
き　
８
月
１
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
弓
道
場

○
申
込
締
切　
７
月
16
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
中
根
）	
内
４
２
０

【
市
民
６
人
制バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

○
と
き　
８
月
１
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
申
込
締
切　
７
月
16
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

○
と
き　
７
月
18
日
㈰

　

午
前
９
時
～
12
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
消
防
署
（
講
堂
）

○
募
集
人
員　

20
人
（
先
着
）

○
参
加
費　

無
料　

○
服
装　

活
動
し
や
す
い
服
装

（
ス
カ
ー
ト
不
可
）、
運
動
靴

問
消
防
署 

救
急
係（
白
井
、神
白
）

☎
㊷
０
１
６
１

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
、
金
婚

式
の
ご
夫
婦
に
ほ
う
状
と
記
念

品
（
無
料
写
真
撮
影
券
ま
た
は
ガ

ラ
ス
製
品
１

つ
）
を
贈
呈

し
ま
す
。

○
対
象
夫
婦　

次
の
期
間
に
婚
姻

届
を
提
出
し
た
方

　

[

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚]

　

昭
和
25
年
中

　

[

金
婚]

昭
和
35
年
中

　

基
礎
の
英
会
話
を
ゲ
ー
ム
や
体

験
談
を
交
え
て
楽
し
く
学
習
す
る

講
座
で
す
。
国
際
交
流
活
動
に
興

味
が
あ
る
方
、
歓
迎
し
ま
す
。

○
と
き　
６
月
30
日
㈬
、
７
月
７

日
㈬
、
７
月
21
日
㈬
、
７
月
28

日
㈬
（
全
４
回
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

○
参
加
費
用　

無
料

○
募
集
人
数　

15
人

○
申
込
方
法　

お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
締
切　
６
月
28
日
㈪

申
問
企
画
政
策
課 

企
画
推
進
係

（
佐
藤
）
内
２
３
５

　

北
茨
城
市
国
際
交
流
協
会

（
村
田
）
☎
㊷
３
９
１
７

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
式

の
夫
婦
に
ほ
う
状
等
を
贈
呈

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め
の

「
や
さ
し
い
英
会
話
」
講
座

　行政書士による無料相談会を開
設します。相続と遺言についてほ
か、各種行政手続きに関する相談
を受けます。
○とき　７月７日㈬
　午後１時～４時30分
　（相談時間 一人約40分）
○ところ　市役所１階会議室
○申込方法　電話予約のみ受け付
けます（先着６人）。６月30日㈬
午前８時30分から９時
10分までは専用受付電
話４３‐２３２４へ。以
降は左記へお申し込みく
ださい。

市民課 広報広聴係
（村田） １７８

市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

市
民
普
通
救
命
講
習
会

行政書士無料相談会開催

○
申
込
方
法　

高
齢
福
祉
課
、
各

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
請
書
に
戸
籍
謄
本
を
添

付
し
、
７
月
23
日
㈮
ま
で
の
期
間

に
同
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
土
日
祝
日
除
く
）。

申
問
高
齢
福
祉
課 

高
齢
福
祉
係

（
鈴
木
）
内
１
２
２

募  

集

北
部
分
署 

救
急
係
（
小
林
、小
柳
）

☎
㊻
１
９
１
９

興
係
（
中
根
）	

　

内
４
２
０

【
市
民
柔
道
大
会
】

○
と
き　
８
月
８
日
㈰

○
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

○
申
込
締
切　
７
月
23
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
茂
木
）	

内
４
２
２

○
限
度
額

　

２
２
６
万
４
０
０
０
円

○
利
率　

年
利
2.5
％
以
内

○
償
還　

10
年
（
２
年
据
置
）

○
申
込
締
切　
９
月
30
日
㈭

申
問
社
会
福
祉
課 

援
護
係

（
根
本
）
内
１
３
５

ガラス製品（イメージ）
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○
と
き　
８
月
９
日
㈪
、
23
日
㈪
、

　

９
月
13
日
㈪
（
全
３
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

　

ー
「
ラ
イ
ト
」

○
講
師　

岡
野　

明
氏

○
内
容　

北
茨
城
俳
句
ポ
ス
ト
大

賞
に
向
け
て
の
勉
強
会
で
す
。

当
季
雑
詠
（
夏
、
秋
）
で
い
く

つ
か
作
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集
人
員　

30
人

○
対
象
者　

市
内
在
住
で
60
歳
以

上
の
方

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

生
き
が
い
講
座
「
エ
ン
ジ
ョ

イ
俳
句
教
室
」
受
講
者
募
集

○
申
込
方
法　

左
記
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切　
７
月
30
日
㈮

申
問
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

ラ

イ
ト
」
生
き
が
い
講
座
係

(

鈴
木
）
☎
㊸
５
３
６
１

○とき　７月10日㈯
　午前９時30分～
○ところ　北茨城市B&G海洋センター
○募集人員　先着30人
　（小学生15人、中学生15人）

選択
種目

（各男女）
ﾊﾞﾀ
ﾌﾗｲ

平
泳ぎ

背
泳ぎ 自由形

小学
3・4年生 25ｍ 25ｍ 25ｍ 25ｍ

小学
5・6年生 50ｍ 50ｍ 50ｍ 50ｍ

中学生 50ｍ 50ｍ 50ｍ 100ｍ

○参加費　無料
○申込締切　６月18日㈮

生涯学習課 スポーツ振興係
（島根、吉田） ４２０、４２１

■
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

の
更
新
（
継
続
）
申
請

　

現
在
お
持
ち
の
一
般
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、

９
月
30
日
㈭
ま
で
で
す
。
有
効
期

限
が
終
了
す
る
と
、
医
療
費
の
助

成
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
医
療
費
の
助
成
が
必
要

な
方
は
、
期
間
内
に
継
続
申
請
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
８
月
31
日
㈫
ま
で

申
問
日
立
保
健
所

☎
０
２
９
４
‐
22
‐
４
１
９
６

■
県
調
理
師
試
験

▽
と
き　
８
月
21
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

水
戸
葵
陵
高
等
学
校

ま
た
は
県
立
医
療
大
学

▽
申
込
期
間　
７
月
８
日
㈭
、
９

日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
郵
送
に
よ
る
出
願
不
可

※
県
内
の
他
保
健
所
で
も
受
付
可

▽
願
書
配
布　

①
県
内
各
保
健
所

で
配
布
中
②
「
調
理
師
試
験
受

験
願
書
希
望
」
と
朱
書
き
し
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒
（
角
型
２
号
、
送
付
先

記
入
）
を
同
封
の
上
、
左
記
ま

で
郵
送
で
請
求
。

申
問
〒
３
１
７
‐
０
０
６
５

　

日
立
市
助
川
町
２
‐
６
‐
15

　
日
立
保
健
所

☎
０
２
９
４
‐
22
‐
４
１
９
０

■
平
成
22
年
度
労
働
保
険
年
度
更

新
の
申
告
・
納
付
の
お
知
ら
せ

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
期
間
は
、

６
月
１
日
㈫
か
ら
７
月
12
日
㈪
と

な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
関
係
書
類

（
建
設
事
業
に
お
け
る
一
括
有
期

事
業
報
告
書
等
）
も
７
月
12
日
㈪

ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
労
働
保
険
料
の
納
付
期

限
は
第
２
期
分
が
11
月
１
日
ま
で
、

第
３
期
分
が
平
成
23
年
１
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
保
険
料
算
出
期
間
は
、
平
成
21

年
４
月
か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で

で
す
。

問
茨
城
労
働
局

☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
３

■
県
立
日
立
産
業
技
術
専
門
学
院

講
座
案
内

「
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
講
座
」

○
と
き　
６
月
１
日
㈫
、
２
日
㈬

（
２
日
間
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

情
報
B
O
X

▽受験資格　平成元年４月２日～平
成５年４月１日に生まれた方

▽試験程度　高校卒業程度
▽申込期間　６月22日㈫～６月29
日㈫（土日は除く）
▽試験日・試験種目
[１次試験]　９月５日㈰
　教養、適性、作文試験
[２次試験]　10月14日㈭～10月21

日㈭までの間の１日
　人物試験、身体検査

〒３３０‐９７１２
　さいたま市中央区新都心１‐１
　人事院関東事務局

関東信越国税局
☎０４８‐６００‐３１１１

税務職員（Ⅲ種）募集

Ｂ&Ｇスポーツ大会

茨城県水泳大会
参 加 者 募 集
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　水産業や海に関する知識を学び、水
産海洋産業の担い手を育む体験教室を
開催します。
▽とき　７月21日㈬
　（小学５～６年生）
　23日㈮（中学生）
▽ところ　大洗水族館、県立海洋高等

学校
▽募集人数　各20組
　（親子２人で１組）
▽参加費　１組３０００円
▽申込締切　7月2日㈮
※保護者同伴となります。応募方法や
持ち物等、詳しくは下記へお問い合わ
せください。

県水産試験場
☎０２９‐２６２‐４１５８

０２９‐２６３‐２０５８

■
平
成
22
年
度

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動

▽
植
え
て
悪
い
け
し
の
特
徴

・
５
～
６
月
頃
、
10
㌢
メ
ー
ト
ル

程
度
の
一
重
ま
た
は
八
重
の
花

■
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
土
地
に

生
き
る
人
々
と
映
画
を
作
る
」

▽
と
き　
７
月
10
日
㈯

　

午
後
１
時
～

▽
と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
十
王
・
Ｊ

ホ
ー
ル

▽
内
容　

①
西
川
美
和
氏
（
映
画

「
デ
ィ
ア
・
ド
ク
タ
ー
」
監
督
）

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

　

②
映
画
「
デ
ィ
ア
・
ド
ク
タ
ー
」

上
映

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に

「
西
川
美
和
監
督
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

■
「
花
菖
蒲
ま
つ
り
」

（
常
陸
太
田
市
）

　

ろ
う
そ
く
の
行
灯
を
と
も
し
た

花
菖
蒲
の
日
本
庭
園
で
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
や
和
太
鼓
の
コ
ン
サ
ー
ト
、

■
水
田
耕
作
者
の
皆
様
へ

　

平
成
22
年
度
か
ら
新
た
に
実
施

○
受
講
料　

２
７
５
０
円

※
18
歳
未
満
に
は
、
就
業
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
講
座
」

○
と
き　
６
月
28
日
㈪
～
30
日
㈬

（
３
日
間
）
午
前
９
時
～
午
後

５
時

○
受
講
料　

２
９
０
０
円

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・

○
と
こ
ろ　

日
立
産
業
技
術
専
門

学
院

○
募
集
人
数　

各
15
人

○
申
込
方
法　

電
話
で
左
記
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
先
着
）。

※
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
講

習
で
す
。

申
問
県
立
日
立
産
業
技
術
専
門

学
院

☎
０
２
９
４
‐
35
‐
６
４
２
３

　法務省と全国人権擁護委員連合会は、
いじめや児童虐待など子供をめぐる人
権問題について、悩みを持ったお子様
や保護者の方からの相談に応じます。
▽期間　６月28日㈪～
　７月４日㈰
▽時間

午 前 ８ 時 3 0
分～午後７時
（土日は午前
1 0 時 ～ 午 後
５時）

水戸地方法務局
　（全国共通フリーダイヤル）

☎０１２０‐００７‐１１０

「子どもの人権１１０番」
強化週間

さ
れ
る
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対

策
（
水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事

業
、
米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事

業
）
の
加
入
申
請
受
付
は
、
６
月

30
日
㈬
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
常
陸
太
田
地
域
水
田
農
業
推

進
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
70
‐
３
９
８
８

茨
城
農
政
事
務
所
地
域
第
一
課

☎
０
２
９
４
‐
53
‐
４
１
５
５

県
北
農
林
事
業
所
振
興
・
環
境
室

☎
０
２
９
４
‐
80
‐
３
３
０
３

を
咲
か
せ
る
。

・
花
の
色
は
主
に
赤
、
紫
、
白
。

・
花
期
が
終
わ
る
と
長
円
形
や
円

形
の
大
き
な
さ
く
花
（
け
し
ぼ

う
ず
）
を
つ
け
る
。

・
高
さ
１
５
０
㌢
メ
ー
ト
ル
に
達

す
る
も
の
も
あ
り
、
植
え
て
良

い
け
し
（
ひ
な
げ
し
、
お
に
げ

し
等
）
と
比
べ
て
頑
丈
な
感
じ

が
す
る
。

・
全
体
に
白
っ
ぽ
い
緑
色
で
ろ
う

質
が
付
着
し
て
い
て
、
ほ
と
ん

ど
毛
が
な
い
。

・
葉
は
、
茎
を
巻
き
込
む
よ
う
に

つ
い
て
い
る
。

※
大
麻
の
不
正
栽
培
は
大
麻
取
締

法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
正

栽
培
ま
た
は
自
生
し
て
い
る
大
麻

を
発
見
し
た
時
は
、
保
健
所
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
日
立
保
健
所

☎
０
２
９
４
‐
22
‐
４
１
９
０

参
加
希
望
」
と
申
込
者
全
員
の
氏

名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
左
記
へ
郵
送
く
だ
さ
い
。

※
往
復
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

※
託
児
希
望
の
方
は「
託
児
希
望
」

と
明
記
し
、
お
子
様
の
名
前
、
性

別
、
年
齢
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切　
６
月
18
日
㈮

　

  （
当
日
消
印
有
効
）

申
問
〒
３
１
９
‐
１
３
０
４

　

日
立
市
十
王
町
友
部
２
５
８
１

　

県
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
４
‐
39
‐
０
０
１
２

親子で学ぶ水産・海洋教室と
な
り
の
ま
ち
か
ら

常
陸
秋
そ
ば
の
手
打
ち
実
演
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

▽
と
き　
６
月
12
日
㈯
～
30
日
㈬

▽
と
こ
ろ　

水
戸
黄
門
さ
ま
ご
隠

居
所
西
山
荘
入
口
の
お
休
み
処

「
西
山
の
里　

桃
源
」

▽
内
容　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

『
竜
馬
』
ラ
イ
ブ
（
19
日
）、
和

太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト
『
来
舞
・
デ
ュ

オ
』
ラ
イ
ブ
（
27
日
）、
常
陸

秋
そ
ば  

手
打
ち
実
演
、
販
売

ほ
か

問
西
山
の
里
桃
源

☎
０
２
９
４
‐
73
‐
１
３
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.tougen.com

/
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北
茨
城
市
緊
急
情
報
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス

　

市
で
は
、
災
害
や
不
審

者
の
情
報
を
迅
速
に
広
報

す
る
た
め
、
携
帯
電
話
な

ど
へ
緊
急
情
報
メ
ー
ル
の

配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
携
帯
サ
イ
ト
で
ご
登
録

く
だ
さ
い
。

※
情
報
料
は
無
料
で
す
。

ま
た
、
ご
使
用
の
携
帯
電

話
の
設
定
に
よ
り
受
信
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課 

広
報
広
聴
係

（
鷲
嶽
）
内
１
７
８

「北茨城市民夏まつり」「北茨城市民夏まつり」「北茨城市民夏まつり」参 加 者 募 集
～みんなでつくり・みんなでおどる・みんなのまつり～をサブテーマに「北茨城市民夏まつり」を開催します。
市民踊りをメインに打ち上げ花火のほか、多くの市民が参加できる楽しいイベントを予定しております。
市民夏まつり実行委員会では下記のイベントに参加し、祭りを盛り上げていただける方を募集いたします。

※お祭りは、みんなが気軽に参加できるゲームやコンテストを数多く計画しております。ご家族、ご友人
などお誘いあわせの上、気軽にご参加ください。また、お祭り開催にあたり、寄付を受け付けいたします。
詳細は下記へお問い合わせください。
　　商工観光課内　市民夏まつり実行委員会事務局（樫村、鈴木靖）　３６３

と　　き
と こ ろ
募集内容

８月22日㈰午前10時～午後９時
磯原駅周辺（駅西大通り、駅東公園など）
①～⑤のイベントの参加者を募集します。

〒郵便局

スーパー

薬局ビル

駅前広場

常陽銀行

②赤い靴通り
メイン
ステージ

JR磯原駅

④ふれあい公園
←水戸 いわき→

⑤

①

①

③

⑤フリーマーケット
　フリーマーケットに出店しませんか

②うまいもん横丁（物販）出店者
　飲食物の出店団体を募集します。
　出店予定場所は、赤い靴通りです。

③フォトコンテスト
　北茨城市をテーマにした写真コンテストです。
　
 ④アコースティックサート
　グループ、個人10組程度募集します。
　　（演奏は１組約15分）

申問 内

①市民踊り
　市民夏まつりのメインです。企業、学校、子ども会、各種団体、
友人等、グループでご参加ください。振り付けは、基本のＤＶＤを貸
し出します。
※応募状況によりコンテストも考えています。
市民みこし・子供みこし・地域みこし
みこしの担ぎ手や地域みこしの参加団体を募集します。
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広告募集中
　市では、自主財源の確保や地元商工業者な
どの育成や振興、市民生活情報を提供する広
告を募集します。
★★★★ 申し込み・お問い合わせ ★★★★

◆広告の規格・掲載料金等

【下1段通し】　　　　　  46×171mm
【下1段の2分の1】　　　46×84mm

対  象

規  格

料  金
【下1段通し】　　　　  18,000円／月
【下1段の2分の1】　　10,000円／月市民課広報広聴係　☎43‐1111（内178）

毎月５日頃発行の広報紙で原則「お知ら
せ掲示板」内（発行部 16,000部／月）

■４カ月児健康診査
　６月８日㈫、７月 13 日㈫　
午後０時 30 分～１時 15 分受付
■１歳６カ月児健康診査

６月 25 日㈮　午後１時～１時 30 分受付
■２歳児歯科健診

７月１日㈭　午後１時～１時 30 分受付
■３歳児健康診査

６月 11 日㈮、７月９日㈮　午後１時～２時受付
■育児相談（５カ月以上の乳幼児）
　６月 23 日㈬　午後１時～２時受付
■歯の相談（要予約）

６月 23 日㈬　午前９時 30 分～ 11 時 30 分
■精神保健相談（要予約）
　６月 28 日㈪
問 保健センター　☎４３‐１３１０

■心配ごと相談
[ 地域福祉交流センター ]
６月 17 日㈭、７月１日㈭、15 日㈭
[ 大津町公民館 ]
６月 10 日㈭、24 日㈭、７月８日㈭
どちらも午後１時～４時

問 社会福祉協議会　☎４２‐０７８２
■移動児童相談　６月 16 日㈬、７月７日㈬
　午前 10 時～午後３時　市子どもの家
問 社会福祉課　内１３２
■補装具巡回相談　６月 25 日㈮
午前９時～ 11 時　市民ふれあいセンター
問 社会福祉課　内１３６
■６・７月の「ふれあい体操」
　６月８日、15 日、22 日、29 日
　７月８日、13 日、22 日、27 日
　午後１時 30 分～３時　市民ふれあいセンター
問 地域包括支援センター　内１２４

健　診　と　相　談

休日の
当番医

☆各種健診など☆各種相談など

診療時間　午前９時～午後５時

6／13
なかの循環器科・内科クリニック

☎ 30-1002 ( 中郷町 )

20
市立総合病院

☎ 46-1121 ( 大津町 )

27
いそはらクリニック

☎ 30-1580 ( 磯原町 )

7／4
市立総合病院

☎ 46-1121 ( 大津町 )

11
瀧病院

☎ 42-1221 ( 磯原町 )
市立図書館　☎ 42－1451

●不等辺三角形

●すれ違う背中を

●アザラシのひげじまん

●いいんだか悪いんだか

●１Q84　BOOK ３

●くさはらどん

●おじいちゃんとケーキをつくろ

●ぶらんこｷﾞｰｺｲｺｲｺｲ

●アリス ･ イン ･ ワンダーランド

●はじめての草花あそび

内田　康夫

乃南　アサ

椎名　　誠

林　真理子

村上　春樹

松岡　達英

ﾏﾘｻ ･ ﾛﾍﾟｽ = ｿﾘ

角野　栄子

T.T. ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ

おくやまひさし

6 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 7/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

☆ぽっぽのおはなし会☆（参加無料）
6 月 23 日㈬ 午前10 時〜 11 時
　幼児を対象に絵本の読み聞かせや
紙芝居、手遊びなどをしています。

は休館日

月 - June -
市立図書館6

市
県
民
税　
　
　
　
［
第
１
期
］

国
民
健
康
保
険
税　
［
第
１
期
］

国
民
年
金
保
険
料　

５
月
分

納
期
限　
　
　
　
　

６
月
30
日

今月の
納税

※６月８日㈫〜 13 日㈪は蔵書点検の
ため休館します。

19　広報　きたいばらき　6月号

お知らせお知らせ 掲示板掲示板
北茨城市役所　☎43-1111



うちのうちの

　
５
月
１
日
、
大
北
川
漁
業
協
同
組
合
の
55
周
年
事

業
と
し
て
、
花
園
キ
ャ
ン
プ
場
で
ヤ
マ
メ
の
つ
か
み

ど
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
池
に
放
流
さ
れ
た
ヤ

マ
メ
を
追
い
か
け
て
水
の
中
へ
。
夢
中
に
な
る
と
、

ま
だ
冷
た
い
水
も
気
に
な
ら
な
い
よ
う
で
「
捕
ま
え

た
」
と
の
歓
声
が
あ
ち
こ
ち
で
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
花
園
川
で
は
渓
流
釣
り
大
会
も
行
わ
れ
、

各
地
か
ら
参
加
し
た
釣
り
人
が
釣
果
を
競
い
ま
し
た
。

６
月
に
は
鮎
釣
り
も
解
禁
で
す
。
市
内
の
川
で
は
釣

り
人
が
竿
を
振
る
う
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
水
温
む
釣
り
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
を
教
え
て
く
れ

そ
う
で
す
。

ヤ
マ
メ
の
つ
か
み
ど
り

　
い
よ
い
よ
釣
り
シ
ー
ズ
ン
到
来

市の人口と世帯　平成 22年 5月 1日現在（　）は前月比

総人口… 47,231 人 （ − 21） 出　生… 35 人 （    − 4）

男… 23,222 人 （ 　−8） 死　亡… 41 人 （    − 4）

女… 24,009 人 （ − 13） 転　入… 157 人 （ − 85）

世帯数… 17,558 世帯（ ＋ 21） 転　出… 172 人 （ − 90）

市の行事や休日の当番医などの問い合わせは 発行／北茨城市　　編集／市民課
〒 319−1592　北茨城市磯原町磯原1630番地
☎ 02 9 3−4 3−1 1 1 1
◆ホームページ
　http://www.city-kitaibaraki.jp
◆Ｅメール
　kouhou@city-kitaibaraki.jp

市政に関する提言は

…市民ダイヤル　☎ 4 3 ー 2 3 2 3
　　　　　　　　☎ 4 3 ー 2 3 2 4

…市長への FAX　　　　30 ー 1350
この広報きたいばらきは環境にやさしい植物性
大豆油インキを使用して印刷されています。

北茨城市
携帯電話サイト

　

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
、
り
あ
ち
ゃ
ん
。
我
が
家

に
や
っ
て
来
て
半
年
。
ま
だ
ま
だ
腕
白
で
目
覚
ま
し
が

鳴
る
と
飛
び
起
き
て
み
ん
な
を
起
こ
し
て
く
れ
ま
す
。

磯原町・和田さん宅の

（ねこ・メス・６カ月）
り あ

「となりのトトロが大
好き。どんぐりを持っ
て天井を見たり、傘を
持って踊ったり。
　髪型はメイちゃんに
してだって」

（父 邦央さん 母 淳子さん） （父 弘章さん 母 希美さん）（１歳 11 カ月　中郷町）

村
田

かえで ゆうと

夏楓 く
　ん

（１歳５カ月　中郷町）

軽
部遊音

黄色に彩られたスイセンの庭
小松　春子　さん　宅（関南町）

黄色の花が大好きで、春になるとスイセンやビオ
ラ、マリーゴールドが庭先を明るくしてくれます。
近所の人たちにも評判で、道行く人が庭を見に来る
こともしばしば。ひと際目を引くスイセンも植え替
えなどをして、これからも多くの人を楽しませる庭
にしていきます。

ち　ゃ　　ん

「お外で遊ぶのが大好
きで、動物にも興味を
持ち始めてきました。
まだまだ甘えん坊さん
だけど明るく元気にす
くすく育ってね」

表紙
解説


